
第２次浜田市総合振興計画後期基本計画 目標値確認一覧（再掲）

部門別計画　～一体的なまちづくり～

Ⅰ　活力のある産業を育て雇用をつくるまち【産業経済部門】

5　観光・交流の推進

策定時
現状値

2022年度
目標値

2022年度
実績値

進捗
評価

2023年度
目標値

2023年度
実績値

進捗
評価

2024年度
目標値

2025年度
目標値

2026年度
目標値

種別 担当課

26 33人 70人 43人 B 80人 46人 B 90人 100人 100人 増加 観光交流課

　理由

Ⅱ　健康でいきいきと暮らせるまち【健康福祉部門】

4　高齢者福祉の充実

策定時
現状値

2022年度
目標値

2022年度
実績値

進捗
評価

2023年度
目標値

2023年度
実績値

進捗
評価

2024年度
目標値

2025年度
目標値

2026年度
目標値

種別 担当課

42 429人 455人 421人 B 479人 420人 B 499人 519人 519人 増加 健康医療対策課

　理由

Ⅲ　夢を持ち郷土を愛する人を育むまち【教育文化部門】

3　社会教育の推進

策定時
現状値

2022年度
目標値

2022年度
実績値

進捗
評価

2023年度
目標値

2023年度
実績値

進捗
評価

2024年度
目標値

2025年度
目標値

2026年度
目標値

種別 担当課

61 20センター 20センター 21センター A 21センター 21センター A 23センター 26センター 26センター 増加
まちづくり社会

教育課

　理由

夜神楽公演の会場である三宮神社については、収容人数が100名程度あることから定員を100名として開催しているため。

対象人口の減少、事業所における定年延長、再雇用制度の定着等の社会変化に伴い、新規入会者の年齢は高齢化し、年齢や体力に応じて退会者も増加している。また、浜田市シル
バー人材センターの中期基本計画も踏まえ目標値を設定している。

地区まちづくり推進委員会と連携
して事業等を行うセンター数の増
加

まちづくりセンターの上限数を目標としているため。

目標

シルバー人材センター会員の確
保

目標

石見神楽定期公演の入場者数の
増加
（年間平均入場者数）

目標

資料3
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Ⅳ　自然環境を守り活かすまち【環境部門】

1　地球温暖化対策の推進

策定時
現状値

2022年度
目標値

2022年度
実績値

進捗
評価

2023年度
目標値

2023年度
実績値

進捗
評価

2024年度
目標値

2025年度
目標値

2026年度
目標値

種別 担当課

72 年間0施設 累計1施設 1施設 A 累計1施設 1施設 A 累計10施設 累計20施設 累計22施設 増加 環境課

　理由

Ⅴ　生活基盤が整った快適に暮らせるまち【生活基盤部門】

1　道路網の整備

策定時
現状値

2022年度
目標値

2022年度
実績値

進捗
評価

2023年度
目標値

2023年度
実績値

進捗
評価

2024年度
目標値

2025年度
目標値

2026年度
目標値

種別 担当課

82 68% 64% 64% A 74% 68% B 77% 80% 80% 増加 農林振興課

　理由

85 31% 37% 37% A 43% 41% B 49% 55% 55% 増加 建設整備課

　理由

Ⅵ　安全で安心して暮らせるまち【防災・防犯・消防部門】

1　災害に強いまちづくりの推進

策定時
現状値

2022年度
目標値

2022年度
実績値

進捗
評価

2023年度
目標値

2023年度
実績値

進捗
評価

2024年度
目標値

2025年度
目標値

2026年度
目標値

種別 担当課

102 68.2% 77.6% 73.7% B 79.1% 73.9% B 84.5% 90.0% 90.0% 増加 防災安全課

　理由

自主防災組織の組織率の増加

自主防災組織は、災害時の共助を目的に設立するが、現状で目標値に未達であることに加え、今後の設立においては、災害リスクが低い地区、転出入の頻繁な集合住宅が多い地区の
割合が増え、これまでと同様の伸び率の維持は難しくなることから、今計画期間中は据え置きとした。

目標

林道整備

市道戸地線道路改良
（整備延長1,400ｍ）

切土法面の土質が悪く、法面保護を行う必要となり対策工事を優先しているため。

交付金の措置率が低かったため、目標値を実績値が下回っている。目標値を下げることはできないため、R7目標値を横並びとしたため。

目標

目標

公共施設等における太陽光発電設
備の新規設置数の増加
（令和4～8年度の累計）

太陽光発電設備の導入調査及びPPA事業調査により、現時点での建物状態、発電技術及び物価・工事費等の状況を踏まえた時、費用対効果等で導入が難しい市の公共施設が多いこと
が判明したために、目標件数を減じた。
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地域別計画　～地域の個性を活かしたまちづくり～

策定時
現状値

2022年度
目標値

2022年度
実績値

進捗
評価

2023年度
目標値

2023年度
実績値

進捗
評価

2024年度
目標値

2025年度
目標値

2026年度
目標値

種別 担当課

152 2.5ha 2.8ha 2.9ha A 3.1ha 3.0ha B 3.3ha 3.5ha 3.5ha 増加
三隅支所
産業建設課

　理由

154 21団体 23団体 25団体 A 25団体 32団体 A 33団体 33団体 33団体 増加
三隅支所
防災自治課

　理由

策定時
現状値

2022年度
目標値

2022年度
実績値

進捗
評価

2023年度
目標値

2023年度
実績値

進捗
評価

2024年度
目標値

2025年度
目標値

2026年度
目標値

種別 担当課

164 68.2% 77.6% 73.7% B 79.1% 73.9% B 84.5% 90.0% 90.0% 増加 防災安全課

　理由

数値目標

自主防災組織の組織率の増加【再
掲】

自主防災組織は、災害時の共助を目的に設立するが、現状で目標値に未達であることに加え、今後の設立においては、災害リスクが低い地区、転出入の頻繁な集合住宅が多い地区の
割合が増え、これまでと同様の伸び率の維持は難しくなることから、今計画期間中は据え置きとした。

浜田市まち・ひと・しごと創生総合戦略

楮植栽面積の増加

地区まちづくり推進委員会、自治
会等の自主防災組織の立ち上げ

現在の目標値で十分な生産量が確保できるため、同じ目標値とした。

前回、目標値を上方修正しており、その目標値は今後、見込める団体の数とした。
今後は自治会の解散等の事案もあり、団体数が減る要素もある。今後、今の団体数を維持していく必要があるため、同じ目標値とした。

Ⅳ　三隅地域　～地域資源を活かしたまちづくり、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住民主体のまちづくり～

目標
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